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沖
縄
の
県
民
投
票
で
７
割
の
人

た
ち
が
辺
野
古
基
地
に
反
対
。
安

倍
総
理
は
こ
の
結
果
に
対
し
て
、

「
基
地
負
担
の
軽
減
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
」と
言
っ
た
が
、

以
前
か
ら
沖
縄
県
民
が
「
日
米
地

位
協
定
」
の
見
直
し
を
求
め
て
き

た
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
？
「
最

大
限
の
努
力
」
は
嘘
か
。
せ
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
み
の
地
位
協
定
が

で
き
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
と
沖
縄
県
民

は
嬉
し
い
は
ず
な
の
に
…
。

 

安
倍
内
閣
の
沖
縄
へ
の
仕
打
ち

を
見
て
、本
土
の
人
間
の
多
く
が

辺
野
古
基
地
に
反
対
の
世
論
調
査

結
果
が
出
た
。

　

だ
け
ど
皆
、何
を
し
た
ら
良
い

か
分
か
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
で
提
案
。　

あ
な
た
に
も
出
来
る
か
も
‼

沖
縄
を
応
援
し
よ
う
！

１
、 

国
政
選
挙
で
辺
野
古
基
地
反

対
の
人
に
投
票

２
、 

マ
ス
コ
ミ
へ
の
投
稿

３
、 

地
方
議
会
・
議
員
へ
の
働
き

か
け
「
沖
縄
に
基
地
を
集
中
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
決
議
を
！
」

４
、 

沖
縄
支
援
の
集
会
な
ど
へ
の

参
加

５
、 

家
族
・
職
場
・
地
域
の
仲
間

へ
の
働
き
か
け

６
、 

沖
縄
に
応
援
に
行
く
人
へ
の

カ
ン
パ

７
、 「
沖
縄
と
つ
な
が
る
岩
手
の

会
」
へ
の
参
加　

（
連
絡
先
）x53.m

orikko.g47

　
　
　

@
cronos.ocn.ne.jp 

☎090-8776-9686

（
岩
間
）

８
、 

沖
縄
へ
の
観
光
旅
行
。
辺
野

古
へ
も
寄
っ
て
み
る
。

９
、 「
辺
野
古
基
金
」
や
「
沖
縄
と

つ
な
が
る
岩
手
の
会
」
へ
の
カ

ン
パ

10
、 

沖
縄
の
人
た
ち
に
基
地
を
押

し
付
け
な
い
心
、辺
野
古
基
地
に

は
反
対
の
心
を
持
ち
続
け
る
。

11
、 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
沖
縄
を
応
援
す
る

話
を
広
げ
る
。

12
、 

沖
縄
県
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

　
ち
な
み
に
「
沖
縄
と
つ
な
が
る

岩
手
の
会
」
は
、４
月
に
沖
縄
に

応
援
に
行
き
ま
す
。　
　
（
岩
見
）

は  

り

・達増知事と懇談 （１面）
・県歯科医師会と懇談 （１面）
・医科歯科連携糖尿病講演会
                     （２面）
・社保だより　 （４面）
・認知症講演会　 （４面）

第４２回

定期総会のご案内

総会　　　　　13：00～ 13：40

総会記念講演　14：00～ 16：00

懇親会　　　　16：00～ 17：30

総会記念講演

「憲法と“子どもの人権”」

講師  木村 草太 氏
　　首都大学東京教授

参加無料（どなたでもご参加できます）

※　記念講演チラシを同封しております。会員の先生、スタッフ
さん、ご家族のご参加お待ちしております。参加ご希望の
際はチラシにてお早目にお申込みください。

　　会員の先生方には、6月上旬くらいに、総会出欠はがきをお
送りしますので、ご返送くださいますようお願いします。

６月２３日（日）

ⓒ岩沢  欄

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
当
会
の
小
山
田

副
会
長
よ
り
、医
科
歯
科
連

携
に
関
す
る
保
団
連
役
員
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
や
歯
科
衛
生

士
養
成
学
校
生
就
労
意
識
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
」
地
方
議
会
意
見

書
採
択
運
動
に
つ
い
て
、神

奈
川
県
保
険
医
協
会
実
施
の

「
開
業
医
の
働
き
方
」
調
査

結
果
な
ど
の
活
動
報
告
や
資

料
紹
介
を
行
い
、当
会
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求

め
ま
し
た
。

　
続
け
て
佐
藤
県
歯
会
長
よ

り
、平
成
31
年
度
予
算
（
案
）

―
歯
科
保
健
医
療
施
策
の
概

要
― 

（
厚
生
労
働
省
医
政
局

歯
科
保
健
課
）、10
月
の
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う

診
療
報
酬
改
定（
初
再
診
料・

歯
科
訪
問
診
療
料
の
引
き
上

げ
）
な
ど
に
つ
い
て
、資
料

を
も
と
に
ご
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、歯
科
を
取
り
巻

く
情
勢
や
諸
課
題
に
つ
い
て

終
始
和
や
か
に
懇
談
が
な
さ

れ
、両
会
と
も
目
指
す
と
こ

ろ
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
あ
ら
た
め
て
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

２
月
26
日
㈫
、ホ
テ
ル
東

日
本
盛
岡
に
て
一
般
社
団
法

人
岩
手
県
歯
科
医
師
会
（
以

下
、県
歯
と
略
）
と
の
懇
談

を
開
催
し
ま
し
た
。
県
歯
か

ら
は
佐
藤
保
会
長
と
大
黒
英

貴
専
務
理
事
が
出
席
さ
れ
、

当
会
か
ら
は
南
部
淑
文
会

長
、小
山
田
榮
二
、黒
田
康

之
両
副
会
長
、米
持
武
美
常

任
理
事
、事
務
局
が
出
席
し

目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
‼

ー
佐
藤
保
会
長
、大
黒
英
貴
専
務
理
事
と
懇
談
ー

　
当
協
会
医
療
運
動
部
は
３

月
８
日
㈮
、盛
岡
市
内
の
ホ

テ
ル
に
て
達
増
拓
也
岩
手
県

岩
手
の
医
療
の
た
め

　
　
　
共
に
頑
張
って
い
き
た
い

知
事
と
の
懇
談
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
協
会
は
南
部
淑
文

会
長
は
じ
め
役
員
６
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

達
増
知
事
は
、岩
手

県
保
険
医
協
会
は
患
者

の
視
点
で
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
提

言
な
ど
は
県
政
の
参
考

に
し
て
い
る
。
今
日
も

有
意
義
な
意
見
交
換
を

し
て
い
き
た
い
と
、あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
山
田
榮
二
副
会
長

が
30
分
ほ
ど
資
料
説
明

を
行
い
、知
事
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、提
言
（
２

面
参
照
）
に
対
し
て
知
事
よ

り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
医

師
の
充
足
に
関
し
て
奨
学
金

養
成
の
医
師
が
、今
年
度
は

沿
岸
の
県
立
病
院
に
８
名
配

属
さ
れ
、来
年
度
は
さ
ら
に

４
名
増
え
る
予
定
で
あ
る
こ

と
、ま
た
来
年
度
か
ら
沿
岸

部
で
の
勤
務
を
必
須
化
し
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
医
師
確

保
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
費
助

成
の
現
物
給
付
に
伴
う
市
町

村
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い

て
は
、今
年
度
よ
り
小
学
生

分
に
つ
い
て
県
が
半
額
を
市

町
村
に
助
成
す
る
方
針
で
あ

り
、県
議
会
で
承
認
さ
れ
れ

ば
実
行
で
き
る
と
述
べ
ま
し

た
。
国
保
の
保
険
税
未
納
に

よ
る
滞
納
処
分
や
資
格
証
明

書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、滞

納
者
に
寄
り
添
い
、き
め
細

や
か
に
対
応
す
る
よ
う
引
き

続
き
市
町
村
に
要
請
し
て
い

き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
で
は
、東
日
本
大
震

災
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
の
免
除
が
知
事
の
英
断
に

よ
り
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
役
員
が
感
謝
申
し
上

げ
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、

当
協
会
に
は
今
後
も
引
き
続

き
県
民
の
声
を
丁
寧
に
集
め

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て

も
ら
い
県
政
の
参
考
に
し
て

い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、医
療
問

題
を
中
心
に
様
々
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、懇
談
は
和
や

か
に
進
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
野
寺
け
い
子
副

会
長
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
に
対
し
て
展
望
も
含
め
て

回
答
頂
き
心
強
く
感
じ
た
。

岩
手
の
医
療
の
た
め
に
今
後

も
連
携
し
て
い
き
た
い
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。　

出
席
者
―

達
増
拓
也　
岩
手
県
知
事

小
原
和
也　
知
事
秘
書

  

岩
手
県
保
険
医
協
会

南
部
淑
文　
会
長

黒
田
康
之　
副
会
長

坂　
正
毅　
副
会
長

小
山
田
榮
二　
副
会
長

小
野
寺
け
い
子　
副
会
長

佐
藤　
豊　
常
任
理
事

達
増
知
事
と
の
懇
談
開
催

達増知事（下段右から２人目）を囲んで
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　2018年11月15日に当会で企画した「歩行寿命をのばそう！」
で講師を務めていただきました先生に、当日の内容についてまと
めていただきました。簡単にできるトレーニングの仕方なども写
真入りでわかりやすく寄稿いただきましたので、ぜひ試してみて
ください。

・平均寿命の延びに追いついていない「歩行寿命」
　従来の歩き方では、大きな歩幅で、背筋を伸ばし、腕を大きく振っ
て歩くのが良いとされています。しかし、日頃からあまり外出や運
動をしない人は、筋肉や関節などの運動機能の働きが低下していま
す。それにも関わらず、歩き方だけ無理をして頑張るのは危険です。
1950年（昭和25年）の日本の平均寿命は、男性58歳、女性62歳で
した。
　現在は、男性81.09歳、女性87.26歳（厚生労働省平成29年簡易
生命表）となっており、男性でプラス23歳、女性でプラス25歳も寿
命が延びています。しかし、問題はこの急激な寿命の延びに、歩行寿
命が追いついていけないことです。
　一昔前は、足腰が弱るころには人生を終えていました。ところが
現在は、膝や腰に故障を起こし、しっかり歩けなくなってから、20年
から30年の延命が通常化しています。従って、健康寿命を延伸する
には、歩く能力を保持する期間としての「歩行寿命」を延伸するこ
とが具体的目標となります。

・トレーニングの必要性
　現在、日本人40歳以上の約4700万人が骨密度の低下や膝、腰など
に何らかの変形があるとされています。これらに、筋力や柔軟、バラ
ンス低下が合わさってくると、「歩く」「立つ」といった日常生活動
作の自立が損なわれ、やがては要介護へとつながってしまいます。
　日本整形外科学会では、このような「運動器の障害」による、要介
護になるリスクの高い状態になることを「ロコモティブシンドロー
ム」通称ロコモと称して、警鐘をならし予防を呼びかけています。
　ロコモは、メタボや認知症とならび、健康寿命が短縮し、要介護状
態となる三大要因のひとつとされています。ロコモ予防のためにも、
重力に抗する筋力を維持・強化するための筋力トレーニングや関節
の動きを滑らかにするストレッチ体操、平衡機能を改善して転倒を
防ぐバランストレーニングを習慣化することが重要です。
　また、ヒトは生理的原則として、身体を適度に使うことが、その機
能を維持向上し長持ちするとされています。（※1）
　一方、使い過ぎることによって身体が摩耗し壊れてしまうリスク
もありますので、過度な機械的ストレス（メカニカルストレス）に
も注意して、運動を実践する必要があります。

※1 ルーの法則 ( ウィルヘルム・ルー　ドイツの発生学者 )
　　　■身体の機能は適度に使うと向上する。
　　　■使わなければ退化する。
　　　■過度に使えば障害を起こす。
　

トレーニングの仕方　（3面）

☆筋力トレーニング
　① 歩く時に関節を動かす原動力 (筋力 )を強化する
　② 歩く時に関節を安定させる支持力 (筋力 )を強化する
　③ 歩く時に関節に加わる機械的ストレスを和らげる緩衝力（筋力）

を強化する

セーフティウォーキングで
寝たきりになるのを防ごう！
～腰・膝の負担を軽減する歩き方～

メディカルフィットネスＬａ・Ｌａ
「歩く人。」インストラクター
健康運動指導士　岡　本　　　寿

　

３
月
７
日
㈭
、
ア

イ
ー
ナ
に
て
、岩
手
医

科
大
学
医
学
部
内
科
学

講
座
糖
尿
病
・
代
謝
・

内
分
泌
内
科
分
野
助
教

の
長
澤
幹
先
生
を
講
師

に
、医
科
歯
科
連
携
糖

尿
病
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
好
評
に

つ
き
、引
き
続
き
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

  

長
澤
先
生
に
は
「
糖

尿
病
最
近
の
話
題
」
と

題
し
て
、３
つ
の
テ
ー

マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま

　
医
科
歯
科
連
携
で

「
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
を
断
ち
切
ろ
う

医
科
歯
科
連
携
糖
尿
病
講
演
会
開
催

し
た
。

  

①
「
病
診
連
携
と
Ｃ
Ｇ
Ｍ・

Ｆ
Ｇ
Ｍ
」
で
は
、Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
や
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
で
は
わ
か
ら

な
い
血
糖
変
動
を
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
、一
見
良
好

な
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
で
も
重
度
の

低
血
糖
や
高
血
糖
、食
後
高

血
糖
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を

発
見
で
き
、治
療
法
を
判
断

す
る
非
常
に
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

  
従
来
２
週
間
だ
っ
た
教
育

入
院
に
、２
泊
３
日
の
週
末

短
期
入
院
を
導
入
し
、食
事

講演会のようす

講師：岩手医科大学医学部内科学
講座糖尿病・代謝・内分泌内科分
野助教の長澤幹先生

体
験
や
Ｃ
Ｇ
Ｍ
に
基
づ
い
た

糖
尿
病
治
療
へ
の
動
機
づ
け

を
行
う
教
育
入
院
の
現
状
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

  

②
「
食
べ
方
順
」
で
は
、

健
常
者
14
名
、２
型
糖
尿
病

患
者
10
名
に
Ｃ
Ｇ
Ｍ
を
装
着

し
、３
パ
タ
ー
ン
の
食
事
方

法
に
お
け
る
朝
食
後
の
血
糖

変
動
を
検
討
し
た
結
果
、サ

ラ
ダ
か
ら
食
べ
始
め
る
と
平

均
血
糖
値
は
変
わ
ら
な
い
も

の
の
、両
群
と
も
食
後
の
血

糖
上
昇
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
の
改
善

が
見
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

そ
の
要
因
を
解
説
し
、食
後

高
血
糖
の
改
善
は
動
脈
硬
化

の
予
防
に
つ
な
が
る
た
め
、

サ
ラ
ダ
か
ら
食
べ
始
め
る
こ

と
は
簡
便
か
つ
有
効
な
食
事

方
法
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
③ 「
歯
周
病
外
来
」で
は
、

「
歯
周
病
が
あ
る
人
は
糖
尿

病
の
治
療
が
困
難
に
な
り
や

す
く
、糖
尿
病
が
あ
る
人
は

歯
周
病
に
な
り
や
す
く
重
症

化
し
や
す
い
」
と
い
う
「
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
」、歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
の
深
さ
と
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
の
相
関
に
つ
い
て

も
触
れ
ま
し
た
。

　

２
型
糖
尿
病
入
院
患
者

か
つ
歯
周
病
外
来
患
者
63

名
に
つ
い
て
残
存
歯
数
、義

歯
、歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
、Ｐ
Ｃ

Ｒ
な
ど
を
比
較
検
討
し
た
最

新
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
、⑴
61

名
（
96
・
８
％
）
の
患
者
が

要
歯
科
治
療
、⑵
残
存
歯
数

が
多
い
ほ
ど
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
過
去

最
大
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
高
い
傾
向
、

⑶
既
報
と
異
な
り
残
存
歯
数

が
少
な
い
ほ
ど
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
及
び
脂
質
代
謝
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
良
い
、と
い
う

結
果
と
な
っ
た
が
、残
存
歯

数
が
少
な
い
患
者
は
経
口
摂

取
量
が
低
下
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、義
歯
の
有
無
に

つ
い
て
の
さ
ら
な
る
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

  

糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
医

科
歯
科
連
携
の
意
義
を
あ
ら

た
め
て
認
識
す
る
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
講
演
資
料
を
ご
希

望
の
際
は
、協
会
事
務
局

（
０
１
９

－

６
５
１

－

７
３
４
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

県民の医療の充実のための提言―
東日本大震災被災者の医療
１、 復興が完了するまで、被災者の医療費窓口負担免除の継続
２、 沿岸県立病院における医師の充足
医療費助成
１、 子どもの医療費助成における現物給付及び中学校卒業までの拡充
２、 現物給付導入に伴う市町村へのペナルティの半額助成
３、 国の施策として子どもの医療費無料化（国への要請）
４、 ペナルティの廃止（国への要請）
国民健康保険
１、 保険税は市町村としっかり連携・協議し県民が支払える保険税と
する
２、 保険税の滞納処分は慎重に行い生活権を侵害しない（市町村への
要請）
３、 資格証明書は非交付とし受診権を侵害しない（市町村への要請）
難病の診断書料助成
１、 難病患者が経済的負担なく診断書の交付を受けられるための診断
書料助成の創設

１面関連記事
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1 太もも前（膝痛を防ぐ） 

① 背もたれを持ってイスに座る。 

② 外側の足を持つ。 

③ 息を吐きながら足を後ろへゆっくり引く。 

 
2 股関節の前面（腰痛を防ぐ） 

① イスなどを使用しバランスをとり、脚を前後に開く。 

② 上体をやや前傾し、腰を前に移動させる。息を吐き

ながら股関節の前面を伸ばす。 

 

 

3 ふくらはぎ、アキレス腱 

（ふくらはぎの痙攣や肉離れを防ぐ） 

① 左右足の間隔をとり前後に開く。 

② 後足のつま先を正面に向ける。後足のかかとを床に

つけたまま、前脚の膝を軽く曲げて腰を前方へゆっ

くり移動する。 

 
1 太もも前、すね 

① イスに浅く座り背を伸ばす。 

② 片側の脚を伸ばし、つま先をすねの方へ向けかかと

を床に置く。 

③ 伸ばした脚を床からしっかり持ち上げて５秒間キー

プする。 

 
2 お尻の側面 

① 両足を腰幅に開き膝を軽く曲げる。 

② 片側の脚を横に開き５秒キープする。つま先は正面

に向ける。 

 
3 ふくらはぎ 

① 両足を腰幅に開いて立ち、膝を少し曲げる。 

② 両手をイスやテーブルなどにつく。 

③ かかとを床から数センチ上げて５秒間キープする。 

 筋力トレーニングの回数は５～１５回行って下さい。｢少しきつい｣～｢きつい｣と感じ

るレベルが適度です。鍛える筋を意識して呼吸は止めずに力を入れるときに｢１、２、３、

４、５｣と声を出して行いましょう。１～２セットを目安に出来れば毎日行ってください。 

 

 伸ばす筋肉の力を抜いて約５秒間ゆっくり伸ばし、ゆっくり戻す動作を５～１０回繰

り返します。伸ばし過ぎると筋を痛める場合がありますので、痛みや違和感のない範

囲で伸ばしてください。 

 

メディカルフィットネスＬａ・Ｌａ 

健康運動指導士  岡本 寿 

☆ストレッチ体操
　① 歩くために必要な関節可動域を確保する
　② 歩くためのパワーを生み出す筋肉＋腱の弾力性を向上させる
　③ 疲れて緊張した筋をほぐして体液の流れを促進させる
☆バランストレーニング
　機械的ストレス（メカニカルストレス）を小さくして滑らかに歩く
ためにバランス機（平衡性は）非常に重要です。

☆歩いた後のセルフマッサージ
　ウォーキング後のアフターケアとしてはストレッチ体操が基本です
が、手軽に行えるセルフマッサージも追加して疲労回復をさらに促進
してください。

歩くためにはまず必要な基礎トレーニングを行いましょう！

参考文献：歩く人。インストラクター養成テキスト
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【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
８
年

　
　
　
2
月
12
日
㈫

　
19
：
30
〜
21
：
18

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

12
名

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

２
月

１
、 

２
０
１
９
年
１
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
１

９
年
2
月
〜
３
月
期
活

動
計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

２
０
２
０
年
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
務
地

を
引
き
受
け
る
こ
と
及

び
基
本
と
な
る
開
催
日

程
等
が
承
認
さ
れ
た

３
、 

岩
手
協
会
と
し
て
の
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

対
応
と
し
て
、東
北
グ

ル
ー
プ
保
険
の
制
度
拡

充
と
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
け
る
保
団
連
理
事
定

数
を
現
状
維
持
と
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た

４
、 

第
42
回
定
期
総
会
の
記

念
講
演
会
の
講
師
候
補

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

５
、 

２
０
１
９
年
の
医
療
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け

る
「
全
国
共
同
調
査
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た

６
、 

県
議
会
へ
の
消
費
税
10

 

％
増
税
中
止
を
求
め
る

請
願
行
動
に
つ
い
て
、

請
願
者
と
し
て
加
わ
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た

　

２
月
28
日
㈭
、ア
イ
ー
ナ

で
「
全
科
に
共
通
し
た
認
知

症
患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
上

で
大
事
な
こ
と
」
と
題
し
、

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、滝
沢
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
の

佐
々
木
剛
さ
ん
に
「
認
知
症

初
期
支
援
チ
ー
ム
」
の
活
動

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
事
例
や
成
果
、課
題

な
ど
を
具
体
的
に
説
明
し
、

有
効
な
事
業
に
す
る
た
め
に

は
、支
援
チ
ー
ム
に
関
す
る

普
及
啓
発
を
し
な
が
ら
、早

期
発
見
・
早
期
対
応
の
大
切

さ
を
普
及
す
る
こ
と
が
ポ
イ

認
知
症
治
療
の
目
的
は

〝
本
人
の
生
き
が
い
〞
を
取
り
戻
す
こ
と

ン
ト
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
次
に
、こ
ん
の
神
経
内
科・

脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
紺
野
敏
昭
先
生
に
認
知

症
患
者
さ
ん
へ
の
正
し
い
接

し
方
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

紺
野
先
生
は
、認
知
症
の

３
つ
の
タ
イ
プ
の
大
ま
か
な

見
分
け
方
、認
知
症
の
人
の

心
理
や
治
療
薬
の
選
択
の
仕

方
、Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
行
動
・
心

理
症
状
）
は
特
定
の
人
に
だ

け
表
れ
る
こ
と
や
、そ
の
原

因
と
対
応
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
人
に
言
っ
て
は

い
け
な
い
言
葉
・
態
度
を
示

し
、こ
の
一
言
で
全
て
が
台

無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、笑
顔
で
ゆ
っ
く
り
話

し
か
け
、共
感
的
態
度
が
望

ま
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
単
な
る
記
憶
の

障
害
で
は
な
く
、普
段
の
生

活
に
少
し
ず
つ
で
き
な
い
こ

と
が
増
え
、そ
の
人
ら
し
い

生
活
が
で
き
な
く
な
る
生
活

の
障
害
で
あ
る
、認
知
症
に

な
っ
て
も
全
て
が
で
き
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
く
、で
き

る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
残
っ
て

お
り
、家
族
の
た
め
、地
域

社
会
の
た
め
に
役
に
立
ち
た

い
と
い
う
思
い
は
強
く
残
っ

て
い
る
こ
と
、
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
で
も
少
し
助
け

て
あ
げ
る
と
自
分
で
で
き
る

こ
と
も
多
い
た
め
、社
会
全

体
が
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、治
療
の
目
的
は
本
人
の

生
き
が
い
を
取
り
戻
す
こ
と

だ
と
お
話
し
ま
し
た
。

〈
参
加
者
の
感
想
〉

・ 

本
人
、家
族
の
気
持
ち
や

対
応
の
仕
方
な
ど
基
本
的

関
わ
り
が
学
べ
た

・ 

認
知
症
の
基
本
的
病
態
や

医
学
的
対
応
な
ど
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

滝
沢
市
と
し
て
の
取
り

組
み
も
、チ
ー
ム
と
し
て

自
治
体
で
対
応
す
る
重
要

性
が
大
切
と
思
う
。
認
知

症
治
療
の
目
的
は
本
人
の

生
き
が
い
を
回
復
さ
せ
る

事
と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
っ
た

・ 

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
不
安
を
少
し
で

も
取
り
除
け
た
ら
、役
に

立
て
る
と
感
じ
さ
せ
る
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に

様
々
な
職
種
の
人
と
協
力

で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た

円（右）は、こんの神経内科・脳神経外科クリニック院長　紺野敏昭先生
（左）は、滝沢市地域包括支援センター主任　佐々木剛さん

講演のようす

　

３
月
２
日
㈯
、岩
手
教
育

会
館
で
イ
ン
ク
ル
い
わ
て
主

催
の
内
閣
府
未
来
応
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
活
動
報
告
会

（
子
ど
も
食
堂
な
ど
を
行
っ

て
い
る
イ
ン
ク
ル
い
わ
て
の

支
援
か
ら
漏
れ
る
子
ど
も
た
ち

活
動
報
告
会
）
が
行
わ
れ
、

元
厚
生
労
働
事
務
次
官
の
村

木
厚
子
氏
が
「
す
べ
て
の
子

ど
も
の
た
め
に
」
と
題
し
基

調
講
演
を
行
い
、２
２
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

村
木
氏
は
、非
正
規
労
働

者
が
増
え
、長
時
間
労
働
は

30
代
が
１
番
多
く
、結
婚
し

づ
ら
く
、男
性
の
家
事
育
児

時
間
が
短
い
た
め
、日
本
は

子
ど
も
を
産
み
に
く
い
と
多

く
の
デ
ー
タ
で
示
し
ま
し

た
。

　
子
ど
も
の
貧
困
も
６
〜
７

人
に
１
人
と
深
刻
で
、片
親

の
場
合
は
そ
の
半

分
が
貧
困
世
帯
で

あ
る
こ
と
や
、虐

待
死
と
児
童
相
談

所
の
現
状
に
も
触

れ
、行
政
の
支
援

か
ら
漏
れ
る
子
ど

も
を
地
域
や
学

校
、保
育
所
が
気

づ
き
、行
政
へ
と
つ
な
ぐ
力

が
大
事
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　
自
身
が
携
わ
る
「
若
草
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
し
、

貧
困
、虐
待
、ネ
グ
レ
ク
ト
、

Ｄ
Ｖ
、い
じ
め
、性
的
搾
取

な
ど
社
会
の
様
々
な
問
題
に

翻
弄
さ
れ
苦
し
む
少
女
や
若

い
女
性
た
ち
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

か
、ど
う
い
う
視
点
で
支
援

を
行
っ
た
ら
良
い
の
か
具
体

的
に
お
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
企
業
・
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
社
会
体
験

提
供
と
生
活
課
題
の
解
決
の

た
め
の
子
ど
も
支
援
の
場
づ

く
り
事
業
」の
報
告
と
し
て
、

岩
手
電
力
代
表
取
締
役
の
笠

井
健
氏
が「
し
ゃ
い
ん
食
堂
」

に
つ
い
て
、岩
手
大
学
教
育

推
進
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
平
井
華

代
氏
が
「
が
く
せ
い
食
堂
」

に
つ
い
て
、「
イ
ン
ク
ル
す

て
〜
し
ょ
ん
」
と
「
生
活
お

た
す
け
コ
ー
ナ
ー
」
に
つ
い

て
イ
ン
ク
ル
の
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
報
告
し
、村
木
氏
を
交

え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
の
中
で
は
、当
会
で
１

月
に
行
っ
た
し
ゃ
い
ん
食
堂

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ク
ル
い
わ
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廊下に写真入りで紹介された
しゃいん食堂

社 保 だ よ り
4 月から 5月の

10 連休　
診療報酬の取扱いについて

（「平成 31年 1月 30 日付厚労省通知保医発 0130 第 1号」等より）

ポイント ―
１．医科・歯科の初・再診料、外来診療料、調剤料の休日加算の取扱
いはこれまで通り（年末年始、ゴールデンウイークと同じ扱い）
２．投薬期間が 1回 14日分までの医薬品と、処方せんの使用期間の
取扱いもこれまで通り

1 休日加算
・4月 27日㈯は通常の土曜日の取扱いで、休日加算は算定不可
・4月 28日㈰～ 5月 6日㈰
① この日を休診としている場合、休日加算は算定可
② この日を診療日としている場合、診療時間外は休日加算が算定可
能（深夜は深夜加算）。診療時間中は夜間早朝等加算を届け出てい
る場合、夜間早朝等加算が算定可。

③ 休日当番医となった場合も、上記①と②の通り。
④ 小児科標榜で 6歳未満を診察した場合（小児科特例）や、産婦人
科又は産科標榜で妊婦を診察した場合（産科・産婦人科特例）は、
診療時間内であっても休日加算が算定可。（ただし深夜は深夜加算）

2投薬
① 投薬量が 1回 14日分を限度とされる内服薬や外用薬について 14
日分を超えて処方する場合、レセプトの「摘要」欄または処方せ
んの「備考」欄にその理由を記載する。

② 交付の日を含め 4日を超える日以降に調剤を受ける場合には、処
方せんの「使用期間」欄に年月日を記載する。


